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・平成27年度隠岐広域連合決算の概要

・隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況

・議会報告

・まめなかのまつりの開催

・秋の火災予防運動の実施

　10月30日、第4回隠岐病院祭「まめなかのまつり」を開催しました。病院祭を開催することで、
楽しみながら地域の皆様に病院を知ってもらい、今後も信頼される病院づくりを目指していきます。

総人口
男
女
世帯数

20,587人
9,944人
10,643人
10,297戸

秋
の
火
災
予
防
運
動

隠
岐
病
院
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
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平成27年度隠岐広域連合決算の概要 1

歳入歳出

病院事業歳入
42億6,233万円

入院収益 
16億822万円
38%

外来収益
12億3,989万円
29%

その他
4億8,218万円
11%

構成団体負担金
9億3,204万円
22%

病院事業歳出
43億3,144万円

材料費
6億7,036万円
15%

その他医業費用
9億8,302万円
23%

医業外費用
7,859万円
2%

企業債償還金
1億8,831万円
4%

建設改良費
1億4,613万円
3%

その他
1億1,046万円
3%

給与費
21億5,457万円
50%

病 

院 

事 

業

　

隠
岐
病
院
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
医
療
従
事
者

確
保
対
策
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

院
内
保
育
所
の
整
備
や
長
期
勤
務
者
報
奨

金
制
度
の
創
設
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
16
名

と
大
学
等
か
ら
の
派
遣
に
よ
り
昨
年
同
様

の
診
療
体
制
が
確
保
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
町
立
診
療
所
と
の
医
師
相
互
派
遣
等

の
病
診
連
携
や
県
立
中
央
病
院
、
大
学
等

か
ら
の
医
師
派
遣
や
患
者
紹
介
、
逆
紹
介

等
の
病
病
連
携
も
効
果
的
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事

者
に
つ
い
て
は
、
確
保
困
難
な
状
況
が
続

い
て
お
り
、
招
致
活
動
範
囲
の
拡
大
や
医

師
・
看
護
師
と
の
懇
談
会
の
開
催
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
従
事

者
不
足
の
問
題
は
今
後
も
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
安
心
安
全
の
医
療
提
供
体

制
確
保
の
確
立
に
向
け
て
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

経
営
面
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
の
比

較
で
、
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
３
万

４
２
７
６
人(

１
６
６
２
人
増)

、
外
来
１
１

万
５
６
７
８
人(

３
２
１
５
人
増)

で
、
事
業

収
益
は
31
億
５
５
６
３
万
円
で
１
億
９
３

４
７
万
円
の
増
、
事
業
費
用
は
31
億
６
４

５
６
万
円
で
１
億
２
７
２
４
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
年
度
事
業

損
失
は
８
９
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

隠
岐
島
前
病
院
は
、
利
便
性
の
向
上
を

目
的
に
救
急
患
者
搬
入
口
、
正
面
玄
関
及

び
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の

確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
医
師
・
研
修

医
、
医
学
生
、
看
護
学
生
な
ど
１
１
３
人

（
延
べ
１
０
１
９
日
）
の
受
け
入
れ
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
補
助
金
等
の
活
用
に
よ

り
、
県
内
で
唯
一
当
院
が
行
っ
て
い
る
、

超
音
波
診
断
装
置
を
駆
使
し
た
診
療
を
発

信
す
る
た
め
、
離
島
発
‼
総
合
診
療
セ
ミ

ナ
ー
「
T
H
E
整
形
内
科
」
を
開
催
し
、

県
内
外
か
ら
約
30
名
の
医
師
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
の

質
を
確
保
す
る
た
め
、
内
科
系
医
師
が
外

科
も
含
め
た
総
合
診
療
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
常
勤
医
師
の
負
担
が
大
き
い
た

め
、
軽
減
対
策
と
し
て
、
医
師
事
務
作
業

補
助
者
の
確
保
、
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

経
営
面
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
の
比

較
で
、
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
１
万

４
１
９
９
人
（
８
８
人
減
）
、
外
来
２
万

９
６
７
６
人
（
４
８
８
人
減
）
と
な
り
、

事
業
収
益
は
７
億
７
４
６
６
万
円
で
１
４

４
６
万
円
の
増
、
事
業
費
用
は
８
億
９
９

３
万
円
で
３
２
５
４
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
年
度
事
業
損
失
は

３
５
２
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
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2,960 3,011 3,057 3,068 3,049

介護保険給付費の推移
（単位：百万円）

歳入総額（病院事業除く）
44億8,550万円

分担金及び
負担金
15億3,540万円
34%

その他
1億3,447万円
3%

介護保険料
5億8,752万円
13%

国県支出金
13億6,769万円
31%

議会費
190万円
0.1%

歳出総額（病院事業除く）
44億3,625万円

構成団体負担金
24億6,744万円

海士町
1億9,696万円
8％ 

西ノ島町
4億1,415万円
17％ 

島根県
1億5,511万円
6％ 

知夫村
6,439万円
3％ 

隠岐の島町
16億3,683万円
66%

民生費
33億3,569万円
75.2%

総務費
4億5,937万円
10.3%

消防費
6億3,210万円
14.2%

公債費
539万円
0.1%

衛生費
180万円
0.1%

民生費の主な歳出
介護保険給付費
30億4,940万円

支払基金交付金
8億6,042万円
19%

　

消
防
事
業
特
別
会
計
は
、
６
億
３
２
１

０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
９
億
８
０

５
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
27

年
５
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
新
消
防
本

部
庁
舎
の
建
設
が
終
了
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。
新
し
い
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム

等
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
災
害
発

生
時
に
、
よ
り
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
や
消
防
署
の
仕
事
を

地
域
の
皆
様
に
理
解
し
て
頂
く
こ
と
を
目

的
に
、
「
第
１
回
消
防
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
を
は
じ
め
、
放

水
、
救
助
、
濃
煙
や
応
急
手
当
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
沢
山
の
方
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
４
億
７
５
６
９
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
９
３
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
発
電
機
の
更
新
や
エ
ン
ジ

ン
周
辺
部
品
の
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
つ

い
て
は
、
空
調
の
修
繕
や
A
E
D
の
購
入

を
行
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
33
億
２

８
４
６
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
７

６
６
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
27
年
度
に
行
わ
れ
た
介
護
報
酬

改
定
（
△
２
．
２
７
％
）
が
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
65
歳
以
上
の
被

保
険
者
数
は
増
加
し
て
い
る
た
め
、
今
後

も
介
護
保
険
給
付
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

構
成
団
体
負
担
金
は
、
24
億
６
７
４
４

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
８
億
２
０
１

８
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
会
計
ご
と

の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
病
院
事
業
７

億
５
０
８
１
万
円
、
島
前
病
院
事
業
１
億

８
１
２
３
万
円
、
一
般
会
計
４
億
３
４
４

０
万
円
、
介
護
保
険
事
業
４
億
９
０
０
１

万
円
、
消
防
事
業
６
億
１
０
９
９
万
円
で

し
た
。
こ
の
負
担
金
は
、
隠
岐
広
域
連
合

の
構
成
団
体
で
あ
る
島
根
県
及
び
隠
岐
４

町
村
か
ら
の
負
担
金
で
重
要
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
事
業
ご
と
に
、
人
口
、
対

象
者
数
、
利
用
率
、
交
付
税
算
入
額
等
を

基
に
負
担
割
合
を
定
め
、
構
成
団
体
の
負

担
金
額
が
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

決
算
の
概
要
に
関
す
る
用
語
解
説

材
料
費
・
・
・
①
医
薬
品
②
診
療
に
係
る
消
耗
品

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
、
包
帯
等
）
③
給
食
用
材

料
費
（
患
者
給
食
の
た
め
の
食
品
費
）
④
医
療
用

消
耗
備
品
（
注
射
針
・
体
温
計
・
血
圧
計
等
）
等

に
か
か
る
費
用
で
す
。

企
業
債
償
還
金
・
・
・
国
又
は
民
間
金
融
機
関
か

ら
借
入
れ
（
借
金
）
し
た
お
金
の
返
済
の
た
め
の

費
用
で
す
。

建
設
改
良
費
・
・
・
医
療
機
器
の
購
入
等
に
か
か

る
費
用
で
す
。

国
県
支
出
金
・
・
・
国
、
県
か
ら
介
護
給
付
費
等

の
財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

支
払
基
金
交
付
金
・
・
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

民
生
費
・
・
・
介
護
保
険
事
業
等
に
か
か
る
費
用

で
す
。

介
護
給
付
費
・
・
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金
で
す
。

消
防
費
・
・
・
消
防
事
業
全
般
に
か
か
る
費
用
で

す
。

総
務
費
・
・
・
一
般
会
計
（
議
会
費
・
超
高
速
船
事

業
等
）
に
か
か
る
費
用
で
す
。

公
債
費
・
・
・
仁
万
の
里
の
新
築
整
備
に
か
か
る

借
入
れ
（
借
金
）
の
返
済
の
た
め
の
費
用
で
す
。

病
院
事
業
以
外
の
事
業

構
成
団
体
負
担
金
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議
会
報
告

　
◇
平
成
28
年
第
3
回
議
会
定
例
会

　

第
3
回
議
会
定
例
会
が
9
月
6
日
、
7
日
に
隠
岐

広
域
連
合
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
算
認
定
（
平
成
27
年
度
）

・
隠
岐
広
域
連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
隠
岐
島
前
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
隠
岐
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
消
防
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼
報
告

・
平
成
27
年
度
の
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
報

告▼
指
定
管
理
者
の
指
定

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
）

▼
補
正
予
算

・
一
般
会
計

　
　

平
成
27
年
度
の
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

の
指
定
管
理
料
の
精
算
に
よ
る
増
額
1
億
1
2
0
0

万
円
、
平
成
29
年
度
の
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
大
規
模

改
修
に
係
る
工
事
設
計
委
託
料
等
の
計
上
に
よ
り

5
8
0
万
円
、
仁
万
の
里
の
防
犯
体
制
の
一
層
の
強

化
を
図
る
た
め
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
と
し
て

2
8
0
万
円
の
合
計
1
億
2
0
0
万
円
の
増
額
。

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　

平
成
27
年
度
繰
越
金
確
定
に
伴
う
基
金
の
積
立
金

の
減
額
及
び
保
険
給
付
費
確
定
に
よ
る
国
・
県
及
び

町
村
へ
の
返
還
金
と
し
て
4
2
1
0
万
円
の
増
額
。

・
消
防
事
業
特
別
会
計

　
　

平
成
27
年
度
の
決
算
確
定
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い

て
分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
繰
越
金
を
増
額
。

▼
一
般
質
問　

中
濵　

堯
介
議
員

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
積
極
的
活
用
及
び
島
民
周

知
に
つ
い
て

①
全
国
各
自
治
体
の
各
種
医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
積
極
的
活
用
が
絶
対
条
件

で
あ
る
と
考
え
る
が
隠
岐
島
前
病
院
・
隠
岐
病
院
の

平
成
26
、
平
成
27
年
度
の
投
薬
率
は
如
何
ほ
ど
か
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
つ
い
て
広
報
活
動
を
如
何
な

る
方
法
で
住
民
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
か
。

①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
院
内
投
薬
率
は
、
隠
岐
島

前
病
院
は
未
使
用
、
隠
岐
病
院
は
平
成
26
年
度
が
29

%
、
平
成
27
年
度
が
31
%
、
院
外
投
薬
率
で
は
隠
岐

島
前
病
院
は
平
成
26
年
度
が
75
%
、
平
成
27
年
度
が

77
%
、
隠
岐
病
院
は
平
成
26
年
度
が
68
%
、
平
成
27

年
度
が
70
%
と
な
っ
て
い
る
。

②
保
険
者
で
あ
る
町
村
と
共
に
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
患
者
様
の
考
え
を
重
視
し

な
が
ら
、
各
保
険
者
を
主
体
と
し
た
情
報
提
供
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
一
般
質
問　

池
田　

一
議
員　
　
　

◆
平
成
27
年
度
超
高
速
船
指
定
管
理
料
の
精
算
に
つ

い
て

①
修
繕
費
の
実
績
額
が
見
込
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
指

定
管
理
者
の
負
担
は
修
繕
費
を
除
い
た
経
常
利
益
を

限
度
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
経
常
利

益
を
限
度
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
理
念
に

立
っ
て
の
こ
と
か
。

②
広
域
連
合
と
の
精
算
に
お
い
て
指
定
管
理
者
が
従
業

員
に
支
払
っ
た
一
時
金
や
昇
級
部
分
ま
で
も
経
常
利

益
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
分
を
広
域
連

合
が
負
担
す
る
と
は
非
常
に
問
題
が
あ
る
と
私
は
考

え
る
が
如
何
か
。

①
超
高
速
船
に
係
る
指
定
管
理
料
の
精
算
に
お
い
て
は
、

修
繕
費
の
実
績
額
が
見
込
額
を
上
回
っ
た
場
合
で
も

下
回
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
差
額
は
折
半
に
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、

超
高
速
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
と
責
任
を
働
か
せ
る
た
め
、
見
込
額
を
上
回
っ

た
場
合
に
は
、
指
定
管
理
者
に
赤
字
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
経
常
利
益
の
額
を
限
度
と
し
て
負
担
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
で
協
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
現
行
の
精
算
ス
キ
ー
ム
の
取
り
決
め
で
は
一
時
金
等

の
取
り
扱
い
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
引
き

続
き
指
定
管
理
者
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問 

一

問
二

答

広
域
連
合
長

答

広
域
連
合
長
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視察の様子（総務消防常任委員会） 視察の様子（医療介護常任委員会）

■
視
察
報
告
（
医
療
介
護
常
任
委
員
会
）  

　
　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
医
療
介
護
常
任
委
員
会
で
去

る
10
月
20
日
〜
22
日
ま
で
の
間
で
、
島
根
県
医
療
政

策
課
と
雲
南
市
立
病
院
に
「
医
療
従
事
者
確
保
対
策
」

に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

島
根
県
医
療
政
策
課
で
は
、
医
療
従
事
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
奨
学
金
な
ど
の
補
助
金
で
は
限
度
が
あ

り
、
住
環
境
の
整
備
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の

提
示
及
び
地
域
の
魅
力
も
同
様
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

雲
南
市
立
病
院
で
は
、
自
治
体
病
院
と
し
て
何
を

目
指
す
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
医

師
確
保
へ
の
理
念
を
明
確
に
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
医
療
技
術
職
を
養
成
す
る
各
種
学
生
の

病
院
実
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
や
保

健
・
医
療
・
介
護
の
連
携
が
十
分
に
で
き
て
お
り
、

予
防
の
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

今
回
の
視
察
で
感
じ
た
の
は
、
職
場
環
境
は
元
よ

り
地
域
の
魅
力
も
発
信
し
て
迎
え
る
態
勢
作
り
も
非

常
に
大
事
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

文
責
：
医
療
介
護
常
任
委
員
会　

委
員
長　

福
田　

晃
■
視
察
報
告
（
総
務
消
防
常
任
委
員
会
）

　
　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
総
務
消
防
常
任
委
員
会
で
去

る
11
月
10
日
〜
12
日
ま
で
の
間
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ

イ
ル
２
隻
を
運
航
し
て
い
る
福
岡
市
の
九
州
郵
船
株

式
会
社
に
「
航
路
の
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

事
前
に
質
問
表
を
送
付
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
メ
ー
カ
ー
任
せ
に

せ
ず
、
自
社
で
積
極
的
に
取
組
み
、
経
費
削
減
の
効

果
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

   

船
内
の
利
用
者
対
応
に
つ
い
て
は
、
対
応
事
例
集
を

作
成
・
追
加
を
し
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
周
知

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

荒
天
時
の
操
船
に
つ
い
て
は
、
反
射
神
経
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
比
較
的
若
い
船
員
が
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ

イ
ル
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
そ
の
後
フ
ェ
リ
ー
に
異

動
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

航
路
の
一
番
の
サ
ー
ビ
ス
は
「
欠
航
し
な
い
こ
と
」

と
考
え
、
利
用
者
の
た
め
に
、
就
航
率
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

今
回
の
視
察
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
及
び
経
費
削
減

に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
非
常
に
参
考
に
な
る
点

が
多
々
あ
り
有
意
義
な
視
察
で
し
た
。　

文
責
：
総
務
消
防
常
任
委
員
会　

委
員
長　

柏
原　

広
行
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隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
で
は
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
11
月

９
日
か
ら
15
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
11
月
９
日
（
１
１
９
番
の
日
）

に
防
火
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
日
消
防
署
長
に
隠
岐
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
テ
レ
サ
・
サ

ド
カ
ウ
ス
キ
さ
ん
を
迎
え
、
双
葉
保
育

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
防
火
宣
言

の
宣
誓
を
ス
タ
ー
ト
に
、
近
隣
保
育
園
、

大
型
店
舗
等
を
巡
り
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
、
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

冬
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
起

こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

10
月
30
日
、
隠
岐
病
院
祭　

第
4
回

「
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
皆
様
に
来
場
し
て

頂
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の

双
葉
保
育
園
児
に
よ
る
双
葉
太
鼓
を
皮

切
り
に
、
か
わ
い
ら
し
い
1
日
院
長
就

任
式
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
華

麗
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
合
唱
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
D
r
．
レ

ン
ジ
ャ
ー
寸
劇
を
行
い
ま
し
た
。

　

展
示
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
「
家
族
の
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
学
生
に
よ
る

健
康
標
語
、
「
医
療
・
看
護
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

展
示
、
ケ
ア
マ
ネ
協
会
に
よ
る
介
護
用

品
の
展
示
、
院
内
保
育
所
「
ま
め
っ
こ

キ
ッ
ズ
」
の
紹
介
等
、
数
々
の
展
示
が

あ
り
ま
し
た
。
大
好
評
の
鉄
道
模
型
も

日
本
列
島
を
駆
け
巡
る
様
な
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。
医
療
体
験
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
病
院
な
ら
で
は
の
体
験
が
出
来
る

様
に
他
職
種
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

し
な
が
ら
、
医
師
体
験
、
看
護
師
体

験
、
検
査
技
師
体
験
、
お
薬
体
験
、
リ

ハ
ビ
リ
体
験
な
ど
を
行
い
、
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
ナ

ー
ス
服
で
の
記
念
撮
影
や
救
急
車
の
展

示
・
救
急
の
講
習
、
屋
外
出
店
も
た
く

さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
盛
り
た
く
さ
ん

の
催
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

隠
岐
病
院
ま
め
な
か
の
ま
つ
り

隠
岐
病
院
ま
め
な
か
の
ま
つ
り

1日院長

看護師体験

医師体験

防火パレード

1日消防署長

双葉幼年消防クラブ


